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ア
を
占
め
た
中
国
出
身
者
は
二
〇
一
三
年
の
二
・
九
万

人
か
ら
二
〇
一
六
年
の
一
・
八
万
人
へ
と
急
減
し
、
二 

〇
一
六
年
に
は
ベ
ト
ナ
ム
出
身
者
が
二
・
一
万
人
と
ト

ッ
プ
に
躍
り
出
て
い
る
（
国
際
研
修
協
力
機
構
「
技
能

実
習
生
・
研
修
生
統
計
」）。
一
方
、
高
度
外
国
人
材
に

認
定
さ
れ
て
い
る
人
を
国
籍
・
地
域
別
に
見
れ
ば
、
二 

〇
一
六
年
末
時
点
で
中
国
籍
の
人
が
三
分
の
二
を
占
め

る
（
法
務
省
「
国
籍
・
地
域
別
高
度
外
国
人
材
の
在
留

者
数
の
推
移
」〈
二
〇
一
六
年
末
時
点
〉）。

　

今
後
、
中
国
以
外
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
日
本
の
経
済
水

準
の
差
は
さ
ら
に
縮
小
す
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

な
か
、
経
済
格
差
を
誘
因
に
外
国
人
材
を
引
き
付
け
る

余
地
は
一
層
縮
小
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

ア
ジ
ア
の
総
高
齢
化
が
も
た
ら
す

外
国
人
材
の
獲
得
競
争

　

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
で
少
子

化
・
高
齢
化
が
進
む
こ
と
だ
。
国
連
「
世
界
人
口
推
計

（
二
〇
一
七
年
改
訂
版
）」
に
よ
れ
ば
、
今
後
、
ア
ジ
ア

地
域
の
国
で
は
高
齢
化
比
率
（
人
口
の
う
ち
六
十
五
歳

以
上
の
割
合
）
が
急
速
に
上
昇
し
て
い
く
。
な
か
で
も

高
齢
化
の
テ
ン
ポ
が
速
い
韓
国
に
続
き
、
中
国
で
も
高

齢
化
比
率
は
二
〇
四
〇
年
に
二
五
％
に
達
す
る
。

　

高
齢
化
率
が
二
五
％
と
い
う
の
は
、
現
時
点
の
日
本

の
高
齢
化
率
に
近
い
水
準
で
あ
る
（
二
〇
一
七
年
十
月

一
日
現
在
の
日
本
の
高
齢
化
率
は
二
七
・
七
％
）。
社
会

の
届
出
状
況
ま
と
め
」
に
よ
れ
ば
、
日
本
で
働
く
外
国

人
材
は
二
〇
一
二
年
十
月
時
点
の
六
八
万
人
か
ら
二 

〇
一
七
年
の
一
二
八
万
人
へ
と
五
年
で
倍
増
し
た
。
今

回
政
府
が
示
し
た
新
た
な
政
策
は
、
実
態
と
し
て
日
本

経
済
を
支
え
て
い
る
外
国
人
材
を
、
労
働
者
と
し
て
正

面
か
ら
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

大
き
な
仮
定
、刻
々
と
変
わ
る
状
況

　

し
か
し
、
こ
の
政
策
は
基
本
的
に
「
外
国
人
材
に
門

戸
を
開
け
ば
、
日
本
に
外
国
人
材
が
来
る
」
と
い
う
前

提
を
置
い
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
前
提
が
妥
当
か
ど
う

か
は
慎
重
に
見
る
べ
き
だ
。
日
本
で
働
く
外
国
人
材
の

多
く
は
ア
ジ
ア
か
ら
来
て
い
る
が
、
ア
ジ
ア
地
域
の
外

国
人
材
送
出
し
と
受
入
れ
の
状
況
は
刻
々
と
変
化
し
て

保
障
制
度
や
国
内
に
残
る
経
済
格
差
、
家
族
に
対
す
る

考
え
方
の
違
い
な
ど
も
影
響
す
る
だ
ろ
う
が
、
そ
う
遠

く
な
い
未
来
に
ア
ジ
ア
全
域
で
、
今
の
日
本
と
同
じ
よ

う
な
若
年
労
働
力
の
希
少
化
、
介
護
分
野
を
中
心
と
し

た
人
材
不
足
が
生
じ
る
可
能
性
が
高
い
。
ア
ジ
ア
地
域

の
多
く
の
国
で
、
機
械
で
代
替
し
に
く
い
人
の
手
が
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
、
あ
る
い
は
人
の
技
術
や
現
場
で
の
判

断
力
を
必
要
と
す
る
職
種
で
、
外
国
人
材
の
獲
得
競
争

は
、
激
し
い
も
の
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

外
国
人
材
の
確
保
に
向
け
た
戦
略
を

　

外
国
人
材
を
い
か
に
長
期
的
に
獲
得
し
続
け
る
か
と

い
う
視
点
に
立
っ
た
戦
略
が
必
要
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、

外
国
人
材
が
「
公
正
な
労
働
条
件
で
安
心
し
て
働
け
る

環
境
」
や
「
技
能
や
職
務
経
験
が
評
価
さ
れ
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
と
そ
れ
に
見
合
っ
た
処
遇
を
得
ら
れ
る
環
境
」

を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　

前
者
に
つ
い
て
は
、
労
働
ル
ー
ル
に
沿
っ
た
雇
用
契

約
が
確
実
に
結
ば
れ
る
よ
う
、
業
界
団
体
を
通
じ
て
母

国
語
で
の
雇
用
契
約
書
の
締
結
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
、

外
国
人
材
が
日
本
の
労
働
ル
ー
ル
と
自
身
の
労
働
条
件

を
い
つ
で
も
確
認
・
相
談
で
き
る
制
度
を
作
る
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
技
能
や
職
務
経
験
を
評
価
す
る
仕
組
み
に
つ

い
て
、
建
設
業
界
は
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し

て
い
る
。
国
土
交
通
省
と
建
設
業
界
が
連
携
し
、
個
々

お
り
、
日
本
が
今
後
も
安
定
的
に
外
国
人
材
を
獲
得
で

き
る
か
ど
う
か
は
不
明
瞭
で
あ
る
た
め
だ
。

　

そ
の
よ
う
に
考
え
る
理
由
の
一
つ
が
、
日
本
と
他
の

ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
格
差
の
縮
小
で
あ
る
。
国
連
「
国

民
経
済
計
算
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
り
一
人
当
た
り
Ｇ

Ｄ
Ｐ
（
米
ド
ル
、
名
目
現
在
価
格
）
に
つ
い
て
み
る
と
、

日
本
は
一
九
九
五
年
の
約
四
・
三
万
ド
ル
か
ら
、
二
〇 

一
五
年
の
約
三
・
四
万
ド
ル
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
一

方
、
経
済
水
準
の
向
上
が
続
く
中
国
の
一
人
当
た
り
Ｇ

Ｄ
Ｐ
（
同
）
は
二
〇
一
五
年
時
点
で
約
八
、〇
〇
〇
ド

ル
で
あ
り
、
日
本
と
の
経
済
格
差
は
ま
だ
大
き
い
。

　

し
か
し
、
す
で
に
日
本
で
働
く
中
国
人
の
構
成
は
大

き
く
変
化
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
新
規
に
入
国
し
た
技

能
実
習
生
の
出
身
国
を
み
れ
ば
、
過
去
に
最
大
の
シ
ェ

の
技
能
者
の
職
務
履
歴
や
業
務
遂
行
レ
ベ
ル
、
研
修
受

講
履
歴
、
資
格
情
報
等
を
業
界
横
断
的
に
評
価
し
、
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
処
遇
改
善
に
つ
な
げ
る
「
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
」
の
創
設
準
備
が
進
ん
で
お
り
、

二
〇
一
九
年
春
の
運
用
開
始
を
待
つ
段
階
に
あ
る
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
企
業
を
超
え
た
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

が
見
え
に
く
い
日
本
型
雇
用
の
限
界
を
克
服
し
、
業
界

全
体
で
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
イ
ン
フ
ラ

を
整
備
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
同
時
に
、
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
必
要
な
知
識
が
明
確
に
な
る
こ
と
で
、

就
業
前
の
教
育
が
効
率
的
に
行
わ
れ
る
な
ど
、
教
育
と

就
業
の
接
続
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
取
組
み
と
し
て

も
期
待
さ
れ
る
。

　

将
来
的
に
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
優
秀
な
外
国
人
材
の

取
込
み
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
。

た
と
え
ば
、
日
本
語
能
力
を
加
味
し
た
外
国
人
材
版
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
、
外
国
人
材
が
日
本
で
働
く
際
の

能
力
を
よ
り
適
切
に
評
価
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、

外
国
人
材
の
出
身
国
と
シ
ス
テ
ム
の
共
通
化
を
図
る
こ

と
で
、
外
国
人
材
の
技
能
や
経
験
の
蓄
積
を
促
す
こ
と
、

外
国
人
材
が
入
国
前
か
ら
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
沿
っ
た
学

び
を
行
い
や
す
く
す
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

外
国
人
労
働
者
政
策
の
転
換
点
と
言
わ
れ
る
今
こ
そ
、

外
国
人
材
の
長
期
的
な
獲
得
に
向
け
た
次
の
戦
略
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
建
設
業
界
は
そ
の
先
陣
を
切
る
こ
と

が
で
き
る
位
置
に
あ
る
。

外
国
人
材
へ
の
門
戸
開
放
は
朗
報
か

　

政
府
は
二
〇
一
八
年
六
月
十
五
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
二
〇
一
八
」

（
骨
太
方
針
）
で
、
人
手
不
足
が
深
刻
な
建
設
業
、
農

業
、
介
護
な
ど
で
二
〇
一
九
年
四
月
に
新
た
な
在
留
資

格
を
設
け
、
外
国
籍
の
労
働
者
の
受
入
れ
拡
大
を
目
指

す
方
針
を
示
し
た
。
新
た
な
在
留
資
格
は
、
技
能
実
習

期
間
を
終
え
た
人
や
、
一
定
の
資
格
試
験
に
合
格
し
た

人
に
与
え
ら
れ
る
方
向
だ
。

　

近
年
、
留
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
や
国
際
貢
献
を
目
的

と
す
る
技
能
実
習
生
な
ど
、
就
労
以
外
の
資
格
で
入
国

す
る
人
を
は
じ
め
、
日
本
で
働
く
外
国
人
材
が
急
速
に

増
え
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
「『
外
国
人
雇
用
状
況
』

Yasuko O
shim

a

株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト

リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所

主
任
研
究
員

大
嶋
寧
子

外
国
人
材
の
長
期
獲
得
戦
略


